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各国の2017年経済成長率

コンゴ共和国で
森林伐採など
開発業の中⽌は
⾮現実的

アフリカの経済成⻑/資源開発と保全



詳しくは拙著（現代書館2020年）をどうぞ！

p自然環境保全と資源開発/先住民族
p生物多様性と文化多様性
p人類の進化：宇宙から日本人まで
pエシカルライフ
p音/音楽
pスポーツ



根源的な始まり
•⾃分とはなに︖⼈間とはなに︖ → 起源を探る…外から眺める



もっとも⼈類に近い霊⻑類︓「類⼈猿」

©西原智昭

オランウータン

©Asahi Shinbun

©西原智昭

ゴリラ

チンパンジー

©五百部裕ら『⼈間史をたど
る』から引⽤（朝倉書店1996）



ゴリラとチンパンジーと⼈類
〜進化の歴史の中でいつごろ別れたのか︖〜

ゴリラの祖先

800万年前
チンパンジーの祖先

700万年前

⼈類の起源

今の⼈類の直接の祖先

20-15万年前

ホモ・サピエンスの誕⽣

→狩猟採集⺠（先住⺠族）

ゴリラ
チンパンジー
⼈間



現代に⽣きる先住⺠（狩猟採集⺠）
n 全⼤陸に分布︔⼈⼝およそ5億⼈弱（90カ国以上）
n ⾃然環境への適応により様々な⽣業 【もともとは農耕/牧畜なし】

＞遊動⽣活者（熱帯地⽅）︓
üサン（南アフリカ）
üピグミー（アフリカ・コンゴ盆地）
üネグリト（東南アジア）など

＞温帯地⽅の定住⽣活、⼩規模の植物栽培、交易、建造物等︓
ü縄⽂⼈、アイヌ
ü北⻄海岸アメリカ先住⺠など
＊「豊かな⾷料獲得者」とも呼ばれる

＞極北地⽅の遊動・半定住⽣活者︓
üイヌイット（カナダ）
üエスキモー（北極圏ユーラシア〜アメリカ）など
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アフリカ熱帯林と先住⺠族ピグミー

©⻄原智昭

20­15万年前にヒトの祖先が誕⽣して以来、
7万年前からアフリカ熱帯林に依拠してきた”
⼈類の最古“の祖先の末裔の⽣き証⼈

「⼈類の本来のあり⽅を継承してきている⼈々」



森の中での危険は回避できる…
ヘビマルミミゾウ

すべての写真©⻄原智昭

サファリアリ



森の中で狩猟する・安全に迷わず歩く
動物の正確な追跡、ネットハンティングほか

©⻄原智昭 ©⻄原智昭



u「所有」とか「独占」がない
• 森や⽣き物、⼟地はみんなのもの

uみんな仲間は「対等」
• “認める、排除しない、仲間を作る”

u⾃然のことを熟知している
• ⻑年に渡って⾃然環境を保全

u格差やストレスがない
• 殺⼈ゼロ・⾃殺ゼロ

先住⺠族（狩猟採集⺠族）の本来の特徴

©⻄原智昭



森を案内する森の⺠︓先住⺠族（狩猟採集⺠）

u「⽂明」に遅れた⼈々なのか︖
uやがて滅びゆく存在なのか︖

p⾃然界を「伝統知」により熟知
p⻑⼤な年⽉、永続的な⾃然環境保全を担ってきた、今も継続

Ø 研究調査、動物追跡・エコツーリズム、密猟者パトロールなどへの貢献
p格差/所有のない社会・ストレスフリーの社会＝⾃殺なし
p「ヒトの原点の⽣き証⼈」（尾本惠市⽒による）



森林があってこその「⼼地よい感覚」「健全な⼼⾝」
ハイパーソニック（超⾼周波）エフェクト

すべての写真©西原智昭 13



朝⽇新聞社（1992）
ご関⼼のある⽅は
⻄原までご連絡を
→割引チケットあり



世界の森林︓三⼤熱帯林の急激な消失
⽣物多様性の喪失・気候変動

©環境省



©⻄原智昭

開発されやすい場所︓
Ø植⺠地化の歴史
Ø資源の宝庫
• 熱帯材
• 地下資源（特に希少⾦属）
• ⼤規模農園（油ヤシなど）
• 地域開発（居住地、農園など）

アフリカ熱帯林の現状



キーワード

熱帯林消失
植林ができない

資源開発後の森林再⽣/回復をどうするか

気象変動（温室効果ガス抑制＋⾃然環境保全）

⽣物多様性喪失 新興ウイルス

経済成⻑か森林保全か

先住⺠族の⼈権



©⻄原智昭

pユーカリの植林は容易
p⼀⾒、緑豊かに森林回復のように⾒える…
pしかし貧しい単層林（少ないCO2吸収量）
p⽣物多様性とは無縁の森
p現地住⺠の薪材・建築材としての利⽤としては有効

失った森は植林で回復させればいい︖



すべての写真©⻄原智昭

熱帯材⽬的の森林伐採



すべての写真©⻄原智昭

野⽣動物の急激な消失︓熱帯林⽣態系の壊滅
⽊材搬出路によるブッシュミートビジネスの加速化



象⽛⽬的のマルミミゾウの密猟加速化
©WCS Congo

©⻄原智昭



マルミミゾウが創った＜バイ＞
他の野⽣⽣物にとっても⼤事な場所

みなミネラルを
求めにやってくる
⾒通しのよい場所
で社会交流も︕

©H. Obecky

©D. Ekouath

©PETE OXFORD / AFRICAN PARKS

©⻄原智昭



©⻄原智昭

©伊藤彩⼦

©H. Obecky ©⻄原智昭

©⻄原智昭

森があれば動物も⽣きられる

マルミミゾウが森をつくる︕

熱帯林⽣態系はどうやって維持されるのか︖
絶滅危惧種マルミミゾウによる種⼦散布による⾃然森林再⽣



マルミミゾウの分布
過去10年で62％の頭数消失

©2013 Maisels et al. PLOS ONE March 2013 Volume 8  Issue 3 pp.6



© D. Ekouath

⽂化多様性

【象⽛⽂化】

野⽣ゾウの
頭数減少

森林の
⾃然再⽣不可

植林が
むずかしい

森林消失の⼀途

⽣物多様性の喪失

経済発展 資源開発 森林破壊

さてどうしましょう?



いかに林業と森林保全を両立させるか

©西原智昭



森林マネージメントの⽅途

©⻄原智昭

・原⽣林とその⽣態系総体の確実な保全
・違法⽊材の伐採やその輸出⼊禁⽌
・FSC認証による最⼩限の“永続的”林業開発



持続可能な経済 （１）計画的に最⼩限の⽊のみを伐採
持続可能な森林伐採事業

⾃然環境保全 （２）法に基づく野⽣⽣物保全の推進

社会・⼈権配慮 （３）先住⺠族の⽣活・ことばなどの継承

コンゴ共和国におけるFSC認証のための主要条件の事例



（１）持続可能性前提の計画的伐採による林業経済活動



植林の難しい場所だからこそ・・・
有⽤材の樹種を限定する →多くの樹種を保全できる
対象伐採樹⽊の最⼩直径を設定する →熱帯樹⽊の成⻑は早く、⼩⽊は数⼗年

で成⽊になり繰り返し利⽤可能となる
格⼦状の線上のみの有⽤材を対象とする →多くの⾯積の森林を保全できる
倒⽊のとき周囲の樹⽊への影響を最⼩限
にする

→⼤きな森林破壊を防ぐ

林業区内を分割して⼀定期間は⼀つの区
域のみで伐採をする

→他の区域では若⽊の成⻑や種⼦散布で
森林が回復できる

©⻄原智昭 ©⻄原智昭



ローテーションで回る林業区 伐採の対象となる主要な有⽤材20種

©PLAN DʼAMENAGEMENT DE LʼUNITE FORESTIERE DʼAMENAGEMENT DE KABO (2005 – 2034) Avril 2006 Cellule Amenagement CIB

伐採区の中でも⽣態学的に大事な森林地域では一切木を切らない



（２）野⽣動物への違法⾏為阻⽌



すべての写真©⻄原智昭

植林の困難な熱帯林地域では
野⽣動物の保全を通じて
熱帯林⽣態系がセットとして保全される
→⽣物多様性の維持
→動物の種⼦散布により樹⽊・森林の再⽣
が確保される⇒林業の継続も可



（３）先住⺠族への配慮



ピグミーはこれからいったいどうやって⽣活するのか

©⻄原智昭

©⻄原智昭

©H.Obecky

©道祖神 ©道祖神 ©ASAHI Shinbun

ü依拠する森林の消失
ü継続できない狩猟採集
ü貨幣経済における貧困さ
ü近代教育の中での差別
ü伝統知・森での技能の喪失
ü継承されない独⾃の⾔語
ü増加しかねない殺⼈や⾃殺



⽣業や⾔葉・知恵の継承、⾷・⽔・電気・医療へのサポート

©WCS Congo

©⻄原智昭

©Asahi Shinbun

©永⽯⽂明



FSC認証による効果“⾒取り図
コンゴ共和国政府もFSC認証林業事業者を強く推奨

樹種限定

胸⾼直径制限 野⽣植物保全 森林保全（エボラ等の回避も）

最⼩インパクト伐採

合法計画伐採 格⼦状伐採

区域別伐採 国家経済 地域経済（雇⽤）

トレーサビリティ

保護種の保護 種⼦散布による森林再⽣

搬出路上での検問

FSC認証 野⽣⽣物保全 パトロール 密猟削減 マルミミゾウ保全

レンジャー資⾦・装備 野⽣動物保全

計画的⽣存狩猟

医療（病院・薬）

学校

労働者・地域住⺠ インフラ整備 市場

電気・⽔道

社会貢献 安価な代替タンパク

⼈権配慮

先住⺠ 専属学校 ⽣業・⽂化・⾔語などの継承

季節移動



⽇本もアフリカ熱帯材の輸出先

© Eurosrat World Trade Atlas, national trade statistics, UN Comtrade
(http://www.globaltimber.org.uk/africa.htm)



⽇本の問題点

•⽇本はいまだに⼤きく外材依存

•しかも違法リスクあり

•⽇本⼈の多くはまあFSCマークすら知らない

→特に「オトナ」︕



⽊材の有効利⽤、特にFSC認証
まずは…
p再⽣可能な⾃然資源→やり⽅次第では永続的利⽤が可能 cf.電⼦書籍
p外材より国産材
p⽊材利⽤による建築・パルプ・適切な⽊質バイオマス

→雇⽤の創出、ZEH/ZEB/パッシブハウス等による減エネ

さらにFSC認証であれば…
n⾃然再⽣による森林⽣態系セットの保全の確保

→⽣物多様性維持、気候変動緩和、新興ウイルス制御など
n森林依存型の先住⺠族の⼟地や⼈権の尊重


